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かって大学四年`Lのとき自動車の映画会を開いて,石 油

会社や外車ディーラーから借りllめたフィルムを片端から

上映したことがあったが,そ の中に本場ヨーロッパの有名

なアルペンラリーの記録があった。フランスからイタリア
ヘアルプスを越えて疾走する自動車がどれて)これも無暗に

急いでいる感じで非常に勇ましく,成 程本場ではアマチュ

アがこんな冒険をするのかなと感心してみたのを覚えてい

るが,そ れから僅か数年後になつて 「日本Jア ルペンラリ
―が開催され,し かもそ

れに参加できょうとは夢

百も思わなかった。実際

JMC発 足当時行事予定

の中にアルペンラリーと

あるのを見た時は頭がグ

ラグラした。正直な話こ

れに出たいばかりにすぐ

に入会したと言つてもい

ヽ位である。

私達の車,55年 ルノー

は,幸 いに好意ある方の

助言を得て途中故障のな

い様,リヤーアクスル,エ

ンジン電気関係タイヤ等

を充分整備することが出

来た。出発前の一週間は

自分がスポーッ選手にでもなったつもりで毎日近くのグラ

ンドを走り回り専らコンディションを整えることを心掛け

た。

第 2 日 上 高 地 ま で

出発前夜はタイヤの空気圧,エ ンジンタイミングの調整

等に加えて,ナ ンバーを貼り付けたり荷物を調べたりで3

時間しか眠らなかったが,4時 半に神宮外苑に着くと既に

大半の車が整列,私 達は31番なので行列の尻尾の方に入っ

た。我々は計算器を持って来たので驚いた人も多かった

が,誰 もが日を見はったのは32年オペルの参加だった。ざ
っと見渡した所外車は少なく,各 種の国産車がほぼ均等に

入り混って面白い勝負になそうである。

正5時 トップからスタートを始めた。スタートラインに

は会長の顔も見える。コースは池袋から川越を抜けて熊谷
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第一日の ゴール, 上 1商地帝国ホテルにて

年こでr∂6乃夢圧L
へIIIる様指示された。朝早いから殆ど交通がない道を39キ
ロで走るのは1夫通である。川越の手前で確かに我々より7
分前にスタートした赤い,レノーが凄い勢いで追い越して行
ったっ道を間違えたのかも知れない 。

熊谷ではドライバーが勘違いして東京方面に曲ろうとし
てナヴィゲーターが慌てて訂正する一場面があった。この
辺からそろそろ計算の差が現れてスタート順と逆になった
り飛んでもなく番号の離れた車が近くにいたりする。スタ

―卜時3分差のあった車

同志が並んで走ってぃれ

ばどちらかが,間 違って

いるわけだが,そ こは自

信満々の強者揃いお互に

はお気の毒にメーターの

狂った車が来たわいと云

った顔で平然たるものも

曲り角のある度にもし

やと首を伸ばすが行けど

も行けどもチェックポイ

ントは出現しない。高崎

から松井田迄来て念々峠

にさし掛ったが思惑外れ

てチェックポイント未だ

見えず,碓 氷峠を39キロ

の平均速度で登らねばな
らなくなった。第一のカーブからタイヤは鳴り通しでナヴ

イゲーターは計算器を回し乍ら横からホーンボタンを押す
ので手が一本足りない忙しさである

°
次第に1分,1分 半と

遅れて来るので気狂いの様に飛ばしていたら,頂 上の手前
まさかと思う処に黄色の旗があって万事休す, これは上高
地に着いてから解ったのだが4点の減点を喰ってしまった

残念ではあったがドライバーは碓氷峠のレースまがいの

力走に大いに満足したらしく益々張り切っている模様。今
度は25キロの指定なので上田迄の高速道路を牛のようにゆ
つくりと走る3ノl諸ヽ手前のトラックとすれ違いの待時間で

握り飯を平らげたばかりなのでやけに眠い。相変らずチェ

ックポイントのないまま,上 田を過ぎて地蔵峠 (青木峠)

を登り始めた。ダットサンが′ぐンクしている。気の毒に15

分先の車である。崖崩れを直したばかりで上方が大勢いる

橋をガリガリ渡って間もなく頂上トンネル,今 日は曇りで

北アルプスの威容は拝めない。



上高ナL大正池か|)落ちる滝の景観

降 りでは参11ユlittlll二台のアメリカ車, スチコー ドベ
ー

カーが大きな図体で前の トラックを迫越せず,審 判車を混

えて10台ばかりが砂埃の中でつながってしまう。同じ25キ

ロで走るのに平j也の舗装道路は歩くより遅い位 な の に山

の中に来ると無理して急いでやっとだから不思 議 な もの

だ。さっきバンクしたダットが猛然と降 りて来たので道を

譲ると狭いカープを尻を振 りつつあっという間に見えなく

なった 。3日 日に同じことをやる破日になろうとは露知ら

ぬ我々は,あ きれたり感心したりで顔を見合せたものだっ

た。

松本手前第ニチェックでは古城審判長の姿も見えた。松

本から先は話で聞いただけの始めての道,梓 川沿いの狭い

上りである。雨が降り出した。島々の第三チェックから14

キロのスピー ドになったので時々バスとの行違いに時間を

とられても平気だが,雨 は降る,横を急流が走る道は泥道,

崖からは密林の|よにぬれた草木が覆い被さるので骨の髄ま

で湿っぼくなって来た。小さい真暗な トンネルを出た途端

にカニのように眼玉が上の方についたグレーダ

ーが道巾一杯にぬっと現れてたをつぶす。どこ

が上高知なのかもう夕方で薄暗いのに相変らず

の水っぱいit色が続く。

少々時間が早同なのでゆっくり行くと一方通

行の トンネル入口にぶつかった。これが有名な

カマ トンネルらしい。ローで行けとの指示に従

って中に入るとゴロゴロして巾が狭い上に途方

マ)ない急4」酉こで天丼からは外よりひどく雨が降

り,下 は川底の如く水が流れ,両 側の壁にテー

ルライ トが赤く反射して全 く地獄の底のようで

あった。まずい事に丁度真中辺で前の車がエン

コして止ってしまった。

やっと前から順に動き出して我々の番になっ

たがどうしてもパワーが足 りなくてスター トで

きない。高度のために少ないパワーは怠々少な

くなり,1/5勾配のガラガラの路面なので無理も

ない。何度かエンス トをくり返している中にと

うとういくらスターターを廻してもエンジンが

掛からなくな・た。東京から無給 Illで直行した

ので,kはガソリンかとも思い,意 を決して予備

のガロン罐をタンクに開ける。貴重な時間は容

赦なくどんどん過ぎてゆく。あわてると余計ヘ

マをやるものでガロン罐の
113位をこぼし乍ら給

油を終える.空 になった確を111手に放 り込む間

も1普しく,座 席に飛び乗ってスタ
ーターを拝む

様な気1寺で引くと,嬉 しやエンジンは か か っ

た。その Hlにも我々のすぐ横をこすりそうにし

ながら一台又一台と, フルスロットルの轟音を

あたりに反響させながら追い越して行く。皆必

死である。

すく|釘ヽではヒルマンがやはリスター トできず

に一人が後押しをしている。吾々も遂に
一人が

降りて押す事にした。エンジンが割れるかと思う程吹かし

ておいて徐々にクラッチを滑らせると同時に,一 人が死物

狂いで後から押す。クラッチの焼ける臭いと共に吾々のル

ノーはやっとスタートしたが, トンネルの途中で止まるわ

けに行かず 「恐怖の報酬Jで はないが,後 押しを見殺しに

してとにかく一気にトンネルの中を駈け抜ける。待つこと

暫し,靴 の中を水でゴボゴボ云わせながら,息 も絶えだえ

で駈け上って来た後押しを14席へ引張り込むと遅れを取り

もりどすべく大正池を横に見ながら宙を飛ぶように突っ走

り上高地帝国ホテル前に滑り込んだが,遂 に9点の大量減

点となったc

第 2日  上 高地よりの脱出,下 呂ヘ

帝国ホテルの
一夜は仲々居心地よかったが,友 人達と夜

おそくまでダベっていて寝たのは12時,翌 朝の起床は3時

とあって結局3時間しか眠らず,食 堂で朝食の間も眼の焦

上 高 地 大 正 池 の 畔
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点が決らない。庭へ出る

と天の底が抜けた様な大

雨である。スター トライ

ンに着いて間もなく土砂

崩れで出発延期の通知が

あったのでこれぞ神の援

けと一日散に部屋に帰る

な リベッドに倒れて,1て

しまった。

雨が小降 りになり道工i

開通の知らせで32年オペ

ルを先頭に出発した′)′i:

12時半,も うレースどこ

ろの騒ぎでなく,審 判変

じて道路工事人夫となり,

I与び大降 りになつた雨の

中を一歩一歩道をつくり

道路を横切って流れる川を,一 台ずつ強行突破する。

レースとやつていれば//1・

見ることが出来なかった

ろうし,減 多にないこと

で,計 算もしなくてよレヽ

完全にドライブをエンジ

ョイして4日 間で最も楽

しい時であった。山沿い

のカーブ,川 沿いの大|」J

り,至 る処でオペル,プ

ジョー, コンサル, カヒ

タン,そ れに夫々兄覚え

あるルノー,ダ ット, ト

ヨペット, プリンスがす

らりと見える。

下呂へ入る益田川ベ リ

の道では暗夜の提灯行列

となり,行 列はそのまゝ

乍ら参加車も審判車も報道車も
一丸となって平湯に向って

脱出した。

ルノーはリヤエンジンのために岩崩れの場処でもスリッ

プせず大いに助かつたが,こ の日の度重なる 「沢渡りJを

無事に切抜けられたのは全く審判員の方々の献身的努力の

お蔭であって,大 雨の中を裸足でスコンプを揮い,一 台
一

台誘導する苦労は大変なものであった。

安房峠頂上からやっと雨が晴れ,平 湯で
一息入れてから

乗鞍登り日の平湯峠に上る。先玄1遅れたタウヌスは又パン

ク,平 湯峠頂上でうすら寒いガスの中を待つているとどう

したのかジープに引張られて上つて来た。オースチンが 1

台リヤースプリングを折損。用意周到な車からスペアのリ

ーフを貰って修理を始めた。気の毒ではあるが先を急ぐの

で審判11について高山方面に下り始める。朝のひどい道で

感覚がおかしくなつたか,降 りの山道は実に良い道路だと

思った。事実なだらかで穴もない走り易い所だったが,ど

の車も揃つてよく飛ばすのには驚いた。さすがアルペンラ

リーに参加する人達だけあつて腕が良い。一列になつて走

るので対向l=の心配も少なく,川 ベリのカーブでは前後約

40台の車のスモールとテールが美事に並んで, しかも全車

力走しているので見ていて嬉しくてたまらない。こんな光

景はラリーに来なければ兄られなかったし,雨 が降らずに

橋を渡って対岸の旅館の庭先に吸い込まれた。既に8時

温泉を浴びて大広間で食事しているとばね折損のオーステ

ンの一行が意気楊々と乗込んで来て,遂 に全車下呂に到着

した事を告げる。まさに力戦奮間の一日であった。

第 3日  下 昌から諏訪ヘ

下呂の広荘な旅館で疲れも癒した一行は翌朝 7時から21

号車を先頭に駅前からスタート,第 1日の緊張を再び取戻

して力走を始めた。今日は峠が五つあるがその第
一の舞台

峠で出発后約30分で予期せぬ第 1チエックがあり1分早過

ぎて 1点減点された。こ でゝは殆どの車も早過 ぎた らし

νヽ。

次の曲り角田瀬橋を探し乍ら走る中,道 が二つに分れて

いるので,近 くにいたお婆さんに 「前に行つたハイヤーど

つちへ行つた」と訳ねたら「ノ`イヤー来ないよ」と云う返

事,(田 舎へ行ったら乗用車とハイヤーとは同義語であ

る)地 図を引つくり返すと道を間違つたらしく慌て 引ゝ返

す。田瀬橋への角に,与 えられた指示書の石垣がなく,素

通りしてしまったのであるがこの間約 7キ ロ,10分の遅れ

である。さあ大変,気 ないの様に走つたが塞の神峠の狭い

道では如何ともし難い。赤いダット,青 いルノー,電 気重

奮 傑形をズターんと夕導部品の夕″″″/
目■                                                   ● ●

笥等レo改造型甲71ソ子L�
裏1 1 黎λ雫! Y ◎ ッ 聯 自動棚 書私

東 京 都 中 央 L K 日本 橋 通 2 - 2
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平湯温泉広場で大体上し,おくれた車を待つ。

さんのビックアップ等を抜いて中央線坂下の町に滑り込ん

だら発電所の蔭に第4チエックポイントがあつて貴重な6

点を失ってしまった。全くの不覚,二 人共冗談も言えずダ

ムの横でゆっくり写真を撮っている数台の車を横日でにら

んで通過する。木曾り||はさすがに巾広く雄大である。

第 2チエックから僅か6粁走つた処に又黄色い旗,ギ ョ

ツとなつたが幸いパスコントロールでこ かゝら11キロのス

ピードになった。後ろには例の古めかしいオペルが何時の

間にかオープンにして,藤 井夫妻の陽に灼けた真赤な顔が

見える。山の中は専ら夫君が運転され,奥 さんは計算らし

い。次第に道が悪くなって心細くなった頃に第 4チ ェッ

ク,こ んな狭い曲り角にどうしてかと思ったら,そ の先は

橋が落ちたとかで, レースは
一時中止になった。

暫く登つてからこの木曾山中に40台ばかりの車が
一列に

並んで道路開通迄休憩, さつきの失敗があるので何となく

ほつとする。30番山本,丸 井組のプリンスに異音がするの

で下へ潜つて見たがよくわからない。隣りのコンサルは毛

布を広げてウイスキーをなめている中にお昼寝

が始まった様子である。            |

審判団と参加者の協議の末,こ の先からレ
ー

ス再開と決って降りをコンヴォイで行くと,我

々の直前のプジョーが石にのり上げてオイルパ

ンに制れが入つてしまった。もう駄目かと思っ

たが,参 加車中最もダンディなこの車に相応し

いスマートなオーナーは一向に驚かず,古」れ日

に石けんを塗りたくつてオイルもれを上め,平

気で走り出した。

飯田の前後に二つのチエックがあったが,こ

の辺ではラリーで初めての好天となり,蒸 し暑

い。飯田を過ぎてからの第4チエックポイント

から39キロの指定速度になったので何気なく走

り出したら,天 竜沿いの登りで,し かもカーブ

の多い悪路のため必死の勢で突っ走っても遅れ

勝ちで■,る。前方のオース手ンは真昼間なのに

ライトを点けた。我々も対向車を牽制するため

それに習った。計算はするだけ無駄でとも角死

ぬかと思 う程飛ばし続けた。 3人 乗って
一寸重

い11方のルノーをやつと抜いたら振動でプラグ

コー ドが一本抜けたので急停車,脱 兎の如 く飛

びIIIして1市し直し′後車の追いつく前にた り出

す。リリシ根TIザ内ではバスに達ぎられて並んだil二

が11促でホ
ーンを鳩らす。もうエチケットも何

もない。気が立った■の‖|れと同じで,赤 仔i■

の点減する踏切も危く突渋する処だったが,こ

メ1′だけは11命1昔しさに1支J■めた。

漸 く舗 lt路に人`,て90キロで快走,見 わ)とろ遅

れをJ秋|(す。高速でチェツクポイント, しめた

きっちり|11に合ったと思ったらこれはパスコン

であった。野口さんが 「どうですか39キロは遅

過ぎましたかJと 相好を崩して大笑されたが我

々は少々ムクレ気味,切 角の力たもタイムを測られなけれ

ば全然無意味になってしまう。

ここからは絶景の杖突峠を越えて22キロで諏訪へ降 り

た。スピードが鈍ると,途 端に各車延々と連がるのも面白

い。上諏訪の旅館でrl物を置いて玄関に出るとオペルの藤

井さんに出会つた。鵬|けば杖突1峠で燃料ポンプが故障,奥

さんが立ってガリソン罐を棒げ持ち, ビニールパイプでキ

ャブレターに補給して30マイルのスピードでチエックポイ

ント開鎖前 (最終車通過理論時刻後30分)に 走り抜けたそ

うだ。諏訪のゴールでは,審 判はオ
ープンカーに女性が立

ち上つて手を振り乍ら走つて来るのだと層、ったそうだ。

オイルバンを破つたブジヨーは夜中に修理,オ ペル1,遅

く迄直していたらしい。30番プリンスの丸井君は今「J進の

成績最優秀とあつて大喜び,そ れに引換え,我 々は10位以

内もどうかと云う,アi, どうもついていない。

藤
穐
哺
で
１

■1■■ |■ ‐ ‖ ■ ■ ■

第4ロロ,諏 訪湖畔のスター

ルノーは先障を承る。

卜。我々の No 31
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第 4日  甲 州街道を東京ヘ

失敗は別として,ラ リーの距離と時「]の計算には必ず誤

差が入る。距高[積算計の読みが主催者側で測定したのと喰

違つていると一区間で 1分, 2分 と失点があつて積重なる

と馬鹿にならない。第一回珂東ラリーではルノーではなか

ったが距高【計の誤差が2%あ ったので,今 度のアルペンラ

リーに備えて関東ラリーコースを試走,補 正係数を出して

置いた,第 1日は99ちで:計算したら各区 1分早日。第3H

は 101%と したらl～ 2分遅日であったので,最 後の今日

は補正は一切止めて15～45秒遅れ日に走ることにした。こ

れが功を泰してスタートの諏訪から韮崎,笹 子,浅 川と区

間を減点0で来た迄は良かったが,都 内で又々大失敗を演

じてしまった。

第 4日のスタートは我々の31号車より7時湖畔を出発,

稀殺風景な甲州街道を暑さと埃と聞い乍ら30キロの割合に

早日のスピードで走り出す。残念なことに八ケ岳も南アも

見えない。富士見高原の降り道で小さい町の中に
一寸の間

舗装があり,パ ンクしたま 走ゝっているのに気付いて大急

ぎでタイヤを交換する。この間約3分位か,と も角30キロ

の速度では3分間に1.5キロ走るから, その遅れを取戻す

には入力と車の力の限りを尽しても4～分は掛る。幸いチ

エック迄20分程間があり,助 かったがバンクして而も減点

0は我々の大いに誇り得る業であつたと自負している。

後からスタートしたコンサルやブジョーは甲府の辺から

先へ消えて見えなくなった。計算が少々早目らしい。笹子

有料道路手前で又抜けたプラグコードを飛び降りて直す。

その遅れを有料道路で一気に換回新笹子トンネル内で時間

キッチリになり,そ のままトンネル先数百米のチエックポ

イントに入つた。この暑さに走つていればまだ楽だが上っ

ている審判諸氏の辛さが思いやられる。

プジョキーに追いつくと, このスマートな2座 コンバー

チブルのカップルは運転はオーナー,ナ ヴィゲーターはど

うやら専属の修理屋さんらしいが殆ど計算せずに走ってい

るらしく (間違つていたら失礼)後 から拝見していると,

ナヴィゲーターは右左の景色を心行く迄満喫している様子

である。レース終了后, ビリを免れたと言つてこ躍りして

喜んでいたのもこの人だった。今回のラリーにはオペルの

藤井氏を初めとして成績を度外視して参加された人も多か

ったと思うが,メ ーカーの所謂ファクトリーチームの参カロ

がなかった事実も手伝つて相当なハイスヒ
°― ドの強行'Fで

も猶E_一般の気持にゆとりがあったことも楽しさを増す一

因となったと思 う。

大垂水峠では道が良くなったところでり:光,て,角iがオー ト

バイにjRつてロケ中であった。第3チ エ ックは予想違わず

高尾山登山口にあってこ はゝイリ1然にも秒の台迄時|11が合っ

て完全な無減点であった。大阪から来て成紀iのよいメL井た|

の鼻を最後であかしてやろうと,都 内を良く知っている我

々はヤマをかけて次、り府中パスコンからは神丁fゴール迄11

論途中にチエ ックのあろう筈はないから,ゴ ール'Iくの交

通混雑で遅れない様にと白バイに注意しつつ約 5分 甲日を

目標に走り続けたら,何 とり]大11のゴール寸前にチエック

があり,完全に裏をか れゝてしまった。ラリーの11則で故意

に遅 くは出来ないからもはや悪びれずタイムカー ドを差 ヒ́

出したが又もや6点 減点泣き面に蜂とはこのことで力,る。

ゴールの神宮外苑ではゴールならざる所に大きなマーク

が張ってあって混舌Lし,30番 プリンス,丸 井,山 本チーム

は惜しくもこ でゝ 7点 の減点となり優勝を逸した。恋満や

るかたなく審判と盛にもめていた様だがコース指示はチヤ

ンと別にあったのだから仕方がない。

神官絵画館前の11本l各にパークし,ス イ ッチを切ると,

急に4日 間の疲れが出た。僅か 4日 前, こ ゝをスター トし

た時とは,人 も車も全く別物の様に見える。

次々にゴールインする車は, どれも雨とほこ りに まみ

れ,マ フラーを破つてバリバリもの凄い音を立て 入ゝつて

くる車も少なくない。汗とほこりと強烈な高原の太陽で真

黒になつた ドライバー達の顔はやはり疲労の色が濃いが,

しかし誰の顔もよくやった,と 云う満足感に満ちている。

青年館で表彰式の後,和 やかな夕食会があってから,夫

々楽しい,又 苦しかった思い出を胸に秘めながら家路につ

いた。

スポーツの日的はた 勝ゞつ事ではなく,正 々堂々と戦 う

事自体にあるのだと云われる。私達は成績こそ減′点34で15

位に過ぎなかったけれど,こ の日本で最初の本格的な山岳

ラリーに参加し,立 派に完走したと云う事に大きい喜びと

誇 りを感じている。来年は? そ うだ,来 年こそはガン張

ろう!3日 間の奮間で疲労その極に達したはずの人と車の

事は早くも来年のラリーに飛ぶのだ。来年こそは ! こ れ

は今年のラリーに参加したすべての選手達の気持でもある

に違いない。
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